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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

 令 和 ５ 年 に 生 ま れたこどもの 数 は ７ ２ 万 ７ ２ ７ ７ 人 と なり、 統 計 開 始

の明 治 ３ ２ 年 以 来 、最 少 となりました。こうした 少 子 化 ・ 人 口 減 少 に歯

止 めをかけなければ、我 が国 の経 済 ・ 社 会 システムを維 持 することは難

しくなります。  

 国 では、令 和 ５ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日 に「 こども大 綱 」 を閣 議 決 定 し、こども・

若 者 が権 利 の主 体 として、誰 一 人 取 り残 すことなく、その健 やかな成 長

を社 会 全 体 で支 援 する「 こどもまんなか社 会 」 の実 現 を目 指 すこととし

ました。  

 また、千 葉 県 では令 和 ７ 年 ３ 月 に「 千 葉 県 こども・ 若 者 みらいプラン」

が策 定 され、 本 市 においても、令 和 ７ 年 ３ 月 に 策 定 された柏 市 第 六 次

総 合 計 画 において、「 子 どもからお年 寄 りまで、多 様 な 人 々がつながる

コミュニテ ィと 様 々 な 居 場 所 が うまれ ることで 、 柏 に 住 み 、 働 き、 学 び、

憩 い、 遊 びに 来 る 誰 もが、 健 やか に 育 ち、 安 心 して 過 ごし、 年 齢 を 重 ね

ていくことができるまち」 を目 指 すこととしています。  

 

 

 本 計 画 の策 定 にあたり、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を取 り巻 く現

状 を改 めて捉 えなおし、こども基 本 法 の理 念 に基 づき、きめ細 かい支 援

をより一 層 進 めて いくことが「 こども まんなか 社 会 」 の 実 現 に 向 けて 不

可 欠 であることを確 認 しました。  

 これを踏 まえ、国 のこども大 綱 や千 葉 県 こども・ 若 者 みらいプランを勘

案 し、 柏 市 が 目 指 すべき目 標 や 方 向 性 などを 定 め、こど も 施 策 を 総 合

的 かつ計 画 的 に推 進 するため、本 市 における共 通 の基 盤 となる新 たな

計 画 として「 柏 市 こども計 画 」 を策 定 します。  

策  定  の  背  景  １  

策  定  の  目  的  ２  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

  本 計 画 は、こども基 本 法 第 １ ０ 条 に基 づく、市 町 村 こども計 画 として

位 置 付 ける計 画 です。  

 また、「 柏 市 総 合 計 画 」 のうち、主 にこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を

対 象 とする取 組 に関 する部 分 の部 門 計 画 として位 置 付 けるとともに，

「 柏 市 教 育 振 興 計 画 」 等 の計 画 と連 携 を図 りながら策 定 するものです。  

 なお、本 計 画 は、「 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 」 、「 柏 市 こども

の 貧 困 対 策 推 進 計 画 」 、 「 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 」 及 び

「 柏 市 母 子 保 健 事 業 に関 する基 本 方 針 」 を包 含 するものです。加 えて、

「 少 子 化 社 会 対 策 基 本 法 に 基 づく 施 策 」 、 「 子 ども ・ 若 者 育 成 支 援 推

進 法 に基 づく施 策 」 について、その趣 旨 と内 容 を踏 まえた構 成 としてい

ます。  

 

  

計  画  の  位  置  付  け  ３  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

 本 計 画 は 、 令 和 ８ 年 度 か ら 令 和 １ １ 年 度 の ４ 年 間 を 一 期 と し た 計 画

期 間 とします。  

 なお、社 会 ・ 経 済 情 勢 の変 化 やこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を取 り

巻 く 状 況 の 変 化 な どに 合 わ せ 、 計 画 期 間 内 で あ っ て も 、 必 要 に 応 じ て

計 画 内 容 の見 直 しを行 います。  

 

 

 

 それぞれのこども・ 若 者 の状 況 に応 じて必 要 な支 援 が、成 年 年 齢 であ

る１ ８ 歳 、２ ０ 歳 等 といった特 定 の年 齢 で途 切 れることなく、社 会 全 体

で切 れ目 なく支 えることを目 的 に、全 てのこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事

者 とします。  

 

  

計  画  期  間  ４  

計  画  の  対  象  ５  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ １ 日 に「 こども政 策 の新 たな推 進 体 制 に関 する基 本

方 針 ～ こどもまんなか社 会 を目 指 すこども家 庭 庁 の創 設 ～ 」 が閣 議 決

定 され、常 にこどもの最 善 の利 益 を第 一 に考 え、こどもに 関 する取 組 ・

政 策 を我 が国 社 会 の真 ん中 に据 えて、こどもの視 点 で、こどもを取 り巻

くあらゆる環 境 を視 野 に入 れ、こどもの権 利 を保 障 し、こどもを誰 一 人

取 り残 さず、健 やかな成 長 を社 会 全 体 で後 押 しする。そうしたこどもま

んなか社 会 を目 指 すための新 たな司 令 塔 として、こども家 庭 庁 が 創 設

されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こどもま んなかマー ク 」  

こ ど も ま ん な か 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 こ ども 家 庭 庁 が 関 連 す る 活 動 を 実 施 す

る 際 な ど に 、 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン の 趣 旨 へ の 賛 同 意 思 を 表 明 す る た め に

用 意 するマー ク  

  

こども基 本 法 等 のこども施 策 の動 向  ６  

こども家 庭 庁 の創 設  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 1989 年 に国 際 連 合 において採 択 され、1994 年 に日 本 も批 准 しま

した。児 童 の権 利 に関 する条 約 （ 子 どもの権 利 条 約 ） は、こどもの基 本

的 人 権 を国 際 的 に保 障 するために定 められており、現 在 では、日 本 を

含 めた世 界 196 の国 ・ 地 域 が締 約 している世 界 的 な条 約 です。  

 

 

 

  

児 童 の権 利 に関 する条 約 （ 子 どもの権 利 条 約 ）  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

〇こども基 本 法 の目 的  

 こども基 本 法 は、日 本 国 憲 法 および児 童 の権 利 に関 する条 約 の精 神

にの っと り、 全 て の こど もが 、 将 来 に わ たっ て 幸 福 な 生 活 を 送 るこ と が

できる社 会 の 実 現 を目 指 し、こども政 策 を総 合 的 に 推 進 することを目

的 としています。  

 国 や 都 道 府 県 、 市 区 町 村 は 、 こ ど も 基 本 法 の 内 容 に そ っ て 、  こ ど も

施 策 を行 っていきます。  

 

 

こども基 本 法  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども基 本 法 第 ３ 条 では、こども施 策 の基 本 理 念 として以 下 の６ 点 が

規 定 されています。  

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 基 本 法 」 より 引 用  

 

  

こども基 本 法 の基 本 理 念  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども大 綱 は「 こども基 本 法 」 に基 づく大 綱 で、幅 広 いこども政 策 に

関 する基 本 的 な方 針 を定 めることを目 的 に策 定 されました。  

この大 綱 を基 に、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 をまんなかに据 えた取

組 をおこなっていくものです。  

 こ ど も 大 綱 で は 、 全 て の こ ど も ・ 若 者 及 び 子 育 て 当 事 者 が 心 身 の 状

況 や 置 かれた 環 境 に関 係 なく 健 や か に成 長 し、 将 来 に わたり 幸 せに 生

活 ができる「 こどもまんなか社 会 」 の実 現 を目 指 します。  

「 こどもまんなか 社 会 」 を実 現 するためには、 全 てのライフステージ で共

通 する課 題 や、特 定 のライフステージに応 じた課 題 や、子 育 て当 事 者 の

支 援 を念 頭 においた施 策 が重 要 です。  

 

 

 

こども大 綱  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

（ 参 考 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 施 策 に 関 する 重 要 事 項 」 より 一 部 抜 粋  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども・ 若 者 が過 ごす場 所 、時 間 、人 との関 係 性 全 てが、こども・ 若 者

にとっての居 場 所 になり得 る。すなわち居 場 所 とは、物 理 的 な「 場 」 だけ

でなく、遊 びや体 験 活 動 、オンライン空 間 といった多 様 な形 態 をとり得

るものです。  

 こうした多 様 な場 がこどもの居 場 所 になるかどうかは、一 義 的 には、こ

ども ・ 若 者 本 人 が そこを 居 場 所 と 感 じるか どう かによ っ てい ま す。その

意 味 で、居 場 所 とは主 観 的 側 面 を含 んだ概 念 です。  

 したがって、その場 や対 象 を居 場 所 と感 じるかどうかは、こども・ 若 者

本 人 が決 めることであり、そこに 行 くかどうか、どう 過 ごすか、その 場 を

どのようにしていきたいかなど、こども・ 若 者 が自 ら決 め、行 動 する姿 勢

など、こども・ 若 者 の主 体 性 を大 切 にすることが求 められます。  

 

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 大 綱 」 参 考 資 料 引 用  

 

こどもの居 場 所 づくりに関 する指 針  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 幼 児 期 までのこどもの育 ちに係 る基 本 的 なビジョンの目 的 は、全 ての

こどもの 誕 生 前 か ら 幼 児 期 ま での 「 はじめ の １ ０ ０ か 月 」 から 生 涯 にわ

た る ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 向 上 を 図 る こ と で あ り 、 こ ど も 基 本 法 の 目 的 ・ 理

念 にのっとり、多 様 なこどもの心 身 の状 況 や、置 かれている環 境 等 に十

分 に 配 慮 しつつ、ひ としく、それぞれのこどもにとって「 こ どもの 誕 生 前

から幼 児 期 までの育 ち」 を通 じて切 れ目 なく、こどもの 周 囲 の環 境 （ 社

会 ） を捉 えながら、その心 身 の健 やかな育 ちを保 障 する観 点 で定 めるも

のです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 幼 児 期 ま でのこ ども の 育 ちに 係 る 基 本 的 なビ ジョン」 引 用   

幼 児 期 までのこどもの育 ちに係 る基 本 的 なビジョン  

(はじめの１ ０ ０ か月 の育 ちビジョン)  



 

 

 

  

第２章  

本  市  を 取  り  巻  く  現  状  と  課  題  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の総 人 口 は、令 和 １ ７ 年 の４ ４ 万 ５ ５ ３ ０ 人 をピークに減 少 局 面

に入 り、令 和 22 年 以 降 、減 少 数 は増 加 する見 込 みです。  

 老 年 人 口 は増 加 を続 け、令 和 ２ ７ 年 には約 ３ 人 に１ 人 が６ ５ 歳 以 上 と

なります。生 産 年 齢 人 口 及 び年 少 人 口 は令 和 １ ２ 年 頃 をピークに減 少

局 面 に入 りますが、計 画 期 間 内 では急 激 には減 少 せず、横 ばいとなるこ

とが見 込 まれます。  

 

【 図 表 ●】 年 齢 ３ 区 分 別 将 来 推 計 人 口  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 の 将 来 人 口 推 計 報 告 書 （ ２ ０ ２ ３ 年 推 計 ）  

 

  

人 口 人 口  １  

53,343 53,572 52,669 51,469 50,425 48,978 46,784 44,291 41,520 38,723 36,120 

63,850 64,034 62,217 61,974 60,619 58,511 56,766 55,828 54,406 52,038 49,208 

197,280 205,093 210,133 207,414 198,634 192,425 186,544 180,145 173,662 165,668 158,158 

111,994 
116,969 119,956 124,673 134,792 141,580 145,476 

146,279 
144,300 

141,700 
137,567 

426,467 
439,668 444,975 445,530 444,470 441,494 435,570 426,543 

413,888 
398,129 

381,053 

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

人
口(

人)

０～１４歳 １５～２９歳 ３０～６４歳 ６５歳以上
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の婚 姻 件 数 及 び婚 姻 率 は減 少 傾 向 にあります。令 和 ５ 年 の婚 姻

件 数 は１ ５ ３ １ 件 、人 口 １ ０ ０ ０ 人 当 たりの婚 姻 件 数 である婚 姻 率 は  

３ ． ６ となっています。  

 

【 図 表 ●】 婚 姻 件 数 及 び婚 姻 率 の推 移  

 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  

  

1,926 
2,045 

1,875 1,898 1,841 1,881 
1,757 

1,647 1,669 
1,531 

4.8 
5.0 

4.6 4.6 4.5 4.5 
4.2 

3.9 3.9 
3.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0

1,000

2,000

婚
姻
率(

人
口
千
人
当
た
り
の
婚
姻
件
数)

婚
姻
件
数(

件)

婚姻件数 婚姻率

結 婚  ２  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の未 婚 率 は男 女 ともに上 昇 傾 向 にあります。令 和 2 年 の男 性 は

30 代 では約 3 人 に 1 人 （ 35.1％ ） 、女 性 は 30 代 では約 4 人 に 1

人 （ 26.0％ ） が未 婚 となっています。  

 

【 図 表 ●】 未 婚 率 の推 移 （ 男 女 ・ 年 齢 別 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」   

99.7% 99.7% 99.0% 98.3% 99.2%

85.0% 85.6%

80.2%
78.0% 76.8%

36.5%
39.5% 39.0%

37.0%
35.1%

14.7%
17.9%

24.3% 25.8% 25.9%

4.1% 5.0%
6.7% 7.9%

10.8%

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

男性未婚率の推移

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上

99.5% 99.3% 98.6% 98.1% 99.3%

74.7%
76.5%

72.9% 73.5% 73.2%

21.0%

26.2% 27.3% 27.1% 26.0%

6.2% 9.0%

13.9%
16.7% 17.3%

3.0% 3.0% 3.8% 4.7% 6.0%

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

女性未婚率の推移

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の出 生 数 及 び合 計 特 殊 出 生 率 は、減 少 傾 向 となっています。 令

和 ５ 年 の出 生 数 は２ ８ ８ １ 人 、合 計 特 殊 出 生 率 は１ ． ２ ３ です。  

 

【 図 表 ●】 出 生 数 及 び合 計 特 殊 出 生 率 の推 移  

 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 合 計 特 殊 出 生 率 と は、「 15 ～ 49 歳 までの 女 性 の 年 齢 別 出 生 率 を合 計 し たも の」

で、 次 の ２ つの 種 類 が あり、 一 人 の 女 性 がそ の 年 齢 別 出 生 率 で一 生 の 間 に 生 むとし

たと きの 子 どもの 数 に 相 当 する。  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 における就 学 前 児 童 保 護 者 では約 2 人 に 1 人 （ 51.8％ ） が、

現 在 よりも多 くのこどもの数 を理 想 としています。  

 

【 図 表 ●】 現 在 のこどもの数 と比 較 した理 想 のこどもの数  

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 子 ども ・ 子 育 て 支 援 に 関 する ニーズ 調 査 （ 令 和 ５ 年 度 ） 」  

  

48.2% 41.0% 7.6%

3.2%

n=1,697

現在±０人 現在＋１人 現在＋２人 現在＋３人以上
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 にお ける 就 学 前 児 童 保 護 者 で は、 多 く の 人 （ 81.3 ％ ） が 、 子 育

てを楽 しいと感 じています。  

 

【 図 表 ●】 子 育 ては楽 しいですか  

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 子 ども ・ 子 育 て 支 援 に 関 する ニーズ 調 査 （ 令 和 ５ 年 度 ） 」  

 

 柏 市 における就 学 前 児 童 保 護 者 では、約 2 人 に 1 人 （ 63.5％ ） に子

育 て仲 間 がおり、仲 間 から良 い影 響 を受 けたと感 じています。  

 

【 図 表 ●】 親 子 でいっしょに過 ごす子 育 て仲 間 はいますか。  

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 子 ども ・ 子 育 て 支 援 に 関 する ニーズ 調 査 （ 令 和 ５ 年 度 ） 」  

 

【 図 表 ●】 子 育 て仲 間 がいて感 じること  

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 子 ども ・ 子 育 て 支 援 に 関 する ニーズ 調 査 （ 令 和 ５ 年 度 ） 」  

人 口 子  育  て  ・  子  育  ち   ４  

25.6% 55.7% 16.3%

2.2%

0.2%

n=1,697

楽しい
楽しいと感じることのほうが多い
楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい
つらいと感じることのほうが多い
つらい

34.4% 29.1% 36.5%n=1,697

数名いる １～２名いる いない

60.4%

54.2%

46.2%

41.2%

32.1%

7.3%

5.1%

1.9%

1.3%

子どもの遊び仲間ができた

悩みを共有できて子育てが楽になった

子育ての情報が得やすくなった

子どもへの関わり方の参考になった

自分の友人ができた

子どものことがわかるようになった

特に自分の子育てには影響しなかった

人間関係がわずらわしくなった

その他
n=1,697
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の児 童 センターでは幅 広 い年 代 のこどもたちに利 用 されており、

令 和 ６ 年 には、コロナ禍 前 と同 程 度 の 利 用 がありました。 こどもが自 ら

が社 会 の中 で関 わりを持 ち、様 々な経 験 等 を通 じて考 えたり感 じたりす

ることができる居 場 所 の一 つとして活 用 されています。  

 

【 図 表 ●】 児 童 センター利 用 者 の推 移  

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 児 童 センター 利 用 者 数 」  

  

66,693

54,501

37,569

55,898

66,510
77,080

82,110

38,891

26,520

7,659

13,136

15,792

23,087

30,038

105,584

81,021

45,228

69,034

82,302

100,167

112,148

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

就学前親子(乳幼児・大人) 就学後児童等(小・中・高生)
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の夫 婦 のいる核 家 族 世 帯 で最 年 少 のこどもが１ ８ 歳 未 満 の世 帯

では、専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 の数 は減 少 が続 いています。共 働 き世 帯 の数

は 増 加 傾 向 に あ り 、 平 成 ２ ７ 年 以 降 は 、 専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 の 数 を 上

回 り、令 和 ２ 年 は１ 万 ４ ６ ９ ６ 世 帯 となっています。  

 

【 図 表 ●】 共 働 き世 帯 数 及 び専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 数 の推 移  

     （ 核 家 族 世 帯 で最 年 少 のこどもが１ ８ 歳 未 満 の世 帯 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注  共 働 き世 帯 は、 夫 ・ 妻 とも 就 業 者 の 世 帯  

   専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 は、 夫 婦 の 一 方 が 就 業 者 ・ もう 一 方 が 非 就 業 者 の 世 帯  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  

  

人 口 雇 用 ・ 労 働  ５  

14,696 

16,554 

13,583 

12,253 

9,653 9,305 

12,371 

15,531 15,745 15,675 

令和2年平成27年平成22年平成17年平成12年

共働き世帯数 専業主婦(夫)世帯数
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の夫 婦 のいる核 家 族 世 帯 で最 年 少 のこどもが１ ８ 歳 未 満 の世 帯

において、妻 が就 業 している世 帯 及 びその割 合 は増 加 が続 いています。

令 和 ２ 年 は１ 万 ８ ４ １ ５ 世 帯 で６ ６ ． ６ ％ を占 めています。  

 

【 図 表 ●】 夫 の就 業 状 況 の推 移  

      （ 核 家 族 世 帯 で最 年 少 のこどもが１ ８ 歳 未 満 の世 帯 ）  

 

 注  妻 の 労 働 力 状 態 が「 不 詳 」 の 世 帯 は 除 く  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  

【 図 表 ●】 妻 の就 業 状 況 の推 移  

      （ 核 家 族 世 帯 で最 年 少 のこどもが１ ８ 歳 未 満 の世 帯 ）  

 

 注  夫 の 労 働 力 状 態 が「 不 詳 」 の 世 帯 は 除 く  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」   
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の令 和 ２ 年 における１ ８ 歳 未 満 世 帯 員 のいるひとり 親 世 帯 の数

は、母 子 世 帯 が１ ４ ６ ０ 世 帯 、父 子 世 帯 が１ ７ ４ 世 帯 となっています。  

 

【 図 表 ●】 母 子 ・ 父 子 世 帯 数 の推 移  

 

 注  １ ８ 歳 未 満 世 帯 員 のいる 世 帯  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  
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-1.0%

1.0%

3.0%
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の離 婚 件 数 及 び離 婚 率 は横 ばい傾 向 にあります。令 和 ５ 年 の離

婚 件 数 は６ ７ ９ 件 、人 口 １ ０ ０ ０ 人 当 たりの離 婚 件 数 である離 婚 率 は  

１ ． ６ となっています。  

 

【 図 表 ●】 離 婚 件 数 及 び離 婚 率 の推 移  

 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 深 刻 な 虐 待 事 件 が 全 国 各 地 で 発 生 する 中 、 虐 待 防 止 や 適 切 な 対 応

が喫 緊 の課 題 となっています。対 応 件 数 の増 加 は虐 待 自 体 の増 加 とは

言 いきれませんが、対 応 すべき件 数 は年 々増 加 しています。  

 

【 図 表 ●】 柏 市 内 における相 談 対 応 件 数 の推 移  

 

（ 出 典 ） 厚 生 労 働 省 「 福 祉 行 政 報 告 例 ・ 千 葉 県 児 童 相 談 所 業 務 概 要 」  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  
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計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

 様 々な調 査 結 果 から、こどもや若 者 の健 やかな成 長 、子 育 てに対 する

負 担 や不 安 の解 消 など、こども施 策 の重 要 性 を再 確 認 しました。  

 また、本 計 画 は、こども基 本 法 に掲 げる基 本 理 念 やこども大 綱 を踏 ま

えつつ策 定 するものです。これらを 基 礎 として、関 係 部 局 との連 携 につ

いても一 層 強 化 し、こども施 策 を社 会 全 体 で総 合 的 かつ着 実 に推 進 し

ていくことを目 的 としています。  

 そ の う え で 、 国 の こ ど も 大 綱 や 千 葉 県 こ ど も ・ 若 者 み ら い プ ラ ン を 勘

案 し、どのような施 策 を進 めているのかを体 系 的 に位 置 付 け、９ つの基

本 目 標 を設 定 しました。  

 こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 が自 らの暮 らしや子 育 ての視 点 から、

行 政 の 取 組 を 容 易 に把 握 できるようにすることで、施 策 への理 解 と信

頼 を高 めていきたいと考 えています。  

 そして、この計 画 を通 じて、市 がどのような考 えや方 向 性 を持 ってこど

も・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を応 援 しているのかをわかりやすく発 信 し、

こども施 策 への理 解 を深 め、すべてのこどもや若 者 などが幸 福 に暮 らせ

る“こどもまんなか社 会 ”の実 現 を社 会 全 体 で目 指 します。  

 

 

【 基 本 理 念 】  

誰 一 人 取 り残 さず、すべてのこどもや若 者 などが身

体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 に将 来 にわたって 幸 せな状

態 （ ウェルビーイング（ Well-being） ） で暮 らせる 

“こどもまんなか社 会 ”の実 現  

 

 

 

  

 基  本  理  念  と 施  策  の  方  向  性   １  
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計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども・ 若 者 が意 見 を表 明 し、その意 見 が尊 重 され、  

社 会 づくりに反 映 される  
１ － １  

基 本 目 標  ２  

多 様 な遊 びや体 験 を通 じ、今 を幸 せに生 き、  

自 分 らしく成 長 し、成 長 できる場 がある 
１ － ２  

誰 もが等 しく、健 やかな育 ちと健 康 な生 活 を、  

切 れ目 なく享 受 できる体 制 が整 っている 
１ － ３  

困 難 な状 況 にあるこどもも希 望 を持 ち、  

将 来 の夢 に挑 戦 できる 
１ － ４  

障 がいや病 気 などにかかわらず、個 性 が尊 重 され、  

自 分 らしく活 動 できる 
１ － ５  

虐 待 を受 けることなく、家 庭 で困 っている子 が支 援 に  

つながることができる 
１ － ６  

犯 罪 や災 害 から守 られた安 全 な環 境 のもと、  

安 心 して日 々の生 活 を送 ることができる 
１ － ７  

安 心 してこどもを産 み育 てられ、  

こどもと家 庭 が尊 重 される支 援 がある 
２ － １  

地 域 社 会 全 体 が「 こどもまんなか」 の視 点 をもち、  

共 に育 ちを支 え合 う 
２ － ２  
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計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こどもの教 育 、養 育 の場 においてこどもが自 らの権 利 について学 び、自 ら

を守 る方 法 や、困 難 を抱 える時 に助 けを求 め、回 復 する方 法 を学 べるよう、

こどもの権 利 に関 する理 解 促 進 や人 権 教 育 を推 進 する。  

 困 難 を 抱 え な が ら も Ｓ Ｏ Ｓ を 発 信 で き て い な い こど も ・ 若 者 に アウ ト リ ー

チするため、人 権 に対 する理 解 を 深 め人 権 尊 重 の 意 識 を高 める人 権 啓 発

活 動 を推 進 する。  

 

 

 

子 どもが基 本 的 人 権 の享 有 主 体 として最 大 限 尊 重 される社 会 を目 指 し

て、人 権 尊 重 思 想 の普 及 を図 るため、啓 発 を推 進 します。  

人 権 教 育 の大 切 さを啓 発 するとともに、 道 徳 教 育 の推 進 等 により、道 徳

性 の向 上 を図 ります。  

子 どもや 保 護 者 が 気 軽 に相 談 でき るよう、  専 門 相 談 員 による 相 談 な ど、

相 談 窓 口 の充 実 を図 ります。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

 

※ その 他 関 連 計 画  

 第 三 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

  

 

こども・若者が意見を表明し、 

その意見が尊重され、社会づくりに反映される 

基 本 目 標 1-1  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

 

✓  こどもの権 利 や、意 見 聴 取 について、理 解 ・ 周 知 が十 分 でない状 況

です。  

✓  こども・ 若 者 、子 育 て当 事 者 が、安 心 して意 見 が言 える場 をつくる

必 要 があります。  

✓  市 においても、こども・ 若 者 の意 見 聴 取 の機 会 の創 出 に取 り組 み、

その反 映 に努 めることが重 要 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 機 会 があれば言 えるし、考 えると思 うが、発 言 の不 得 意 があると思 う」  

「 (相 談 をしすぎると、 関 係 が深 まりすぎて)自 分 のことを知 られすぎるのは

嫌 。」  

「 意 見 があっても， 参 加 することにハードルがある子 もいる。」  

みんなの声  

 市の方向性  

こども・ 若者等 が年齢や立場に かか わら ず安心して 意見を表

明できる 機会を 確保するとともに、その声を施策に反映させ

る仕組みづくりを進めます。  
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    こども家 庭 庁 とこども・ 若 者 意 見 反 映 サポート事 業 として  

   実 施 したワークショップ  

  

◆ 開 催 日 ◆ 令 和 ８ 年 1 月 １ ９ 日  

◆テーマ◆  こ ども ・ 若 者 の 声 が 聴 かれるま ちづくり  

          こども ・ 若 者 たち の 身 近 な相 談 先 とは  

   

   

 

（ 出 典 ） こ ど も 家 庭 庁 「 こ ど も ・ 若 者 の 意 見 の 政 策 反 映 に 向 け た ガ イ ド ラ イ ン 」 引 用  
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 自 然 体 験 、 職 業 体 験 、 文 化 芸 術 体 験 な ど 多 様 な 体 験 ・ 外 遊 びが でき る

よう、地 域 資 源 も生 かした体 験 の機 会 や遊 びや場 を創 出 する。  

 こどもや子 育 て当 事 者 の目 線 に立 ち、こどものための近 隣 地 域 の生 活 空

間 を形 成 する「 こどもまんなかまちづくり」 を 推 進 する。  

 また、男 女 平 等 の理 念 を推 進 する教 育 ・ 学 習 の一 層 の充 実 を図 る。  

 

 

市 内 外 にあ る 各 機 関 と 連 携 ・ 協 働 し 、 外 国 語 を 体 験 的 に学 ぶ 機 会 の 充

実 を図 ります。  【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

子 ども目 線 の公 園 づくりや子 育 て世 代 の憩 える環 境 づくりを推 進 する。  

【 緑 の基 本 計 画 】 （ 改 定 中 ）  

芸 術 文 化 は 次 世 代 を 担 う 子 どもたちの 豊 かな 感 性 や創 造 性 を 育 む ため 、

とても 大 切 なもの で す。 幼 児 や児 童 生 徒 の 鑑 賞 機 会 や 体 験 機 会 の 充 実

を 図 ります 。  具 体 的 には、 中 学 校 在 学 中 に １ 回 は 学 校 で プ ロ オ ーケス ト

ラ演 奏 を鑑 賞 できる機 会 を提 供 しており、この事 業 は、鑑 賞 するのみでな

く、 演 奏 に 合 わ せて 生 徒 た ちが  合 唱 を し た りな ど 、 一 体 感 を 持 てるよう

工 夫 されています。  芸 術 文 化 に興 味 がなかったり、 触 れる機 会 のない子

どもたちにも機 会 を提 供 し、 興 味 のきっかけづくりにつながるよう推 進 し

ます。  【 第 五 次 柏 市 芸 術 文 化 振 興 計 画 】  

 

 

多様な遊びや体験を通じ、今を幸せに生き、 

自分らしく成長し、成長できる場がある 

基 本 目 標 1-２  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 



 

35 

 

計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

社 会 全 体 に お い て も 男 女 平 等 の 視 点 に 立 っ た 学 習 が で き る よ う 、 学 習

機 会 の 充 実 を 図 り、 様 々 な ニ ー ズ に 応 じ て 学 習 機 会 が 確 保 さ れ る よう 、

開 催 日 時 等 に配 慮 し、学 習 しやすい条 件 整 備 や学 習 プログラムの充 実 に

努 めます。 【 第 ４ 次 柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 】  

 

※ その 他 関 連 計 画  

 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョン か し わ プラ ン 2 0 2 4 / 柏 市 立 地 適 正 化 計 画 / 柏 市 生 き も の 多

様 性 プ ラ ン / 柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 / 第 三 期 柏 市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画

（ 改 定 版 ） / 柏 市 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 （ 第 四 次 ） / 柏 市 都 市 農 業 振 興 計 画 /

読 書 バ リ ア フリ ー 計 画  

 

 

 

✓  経 済 状 況 や家 庭 環 境 、障 がいの有 無 などにより体 験 活 動 への参 加

に格 差 が生 じないよう、必 要 な支 援 や環 境 整 備 に取 り組 んでいく必

要 があります。  

✓  身 近 な地 域 において、年 齢 や興 味 関 心 に応 じた多 様 な遊 びや体 験

の機 会 や、安 心 して過 ごせる場 所 が十 分 に確 保 されていません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 
 

 

現 

状 

 

 

「 身 近 にこど も が 安 全 、 安 心 に 遊 ぶ こと が で き る 場 所 を 用 意 す ること が 必

要 。」  

みんなの声  

 市の方向性  

多様な遊びや体 験 を通じて、自 分 らしく成長で きるよう 、機

会の充実を図ります。  
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 こ ど も の 成 長 や 発 達 に 関 し て、 子 育 て 当 事 者 で あ る 親 や 身 近 な 養 育 者

が 正 し い 知 識 を 持 つ こと に 加 え て、 学 校 や 企 業 等 も 含 め た 社 会 全 体 で 親

やこどもの多 様 性 を尊 重 し、見 守 り、子 育 てに協 力 していくことができるよ

う、国 民 全 体 の理 解 を深 めるための普 及 啓 発 を促 進 する。  

 また、慢 性 疾 病 ・ 難 病 を抱 えるこども ・ 若 者 への支 援 として、その 自 立 を

支 援 するための相 談 支 援 や就 労 支 援 等 を推 進 する。  

 

 

妊 娠 期 から子 育 て期 にわたる切 れ目 のない相 談 支 援 体 制 の充 実 や、母

子 保 健 に関 する情 報 の活 用 を含 めた関 係 機 関 との連 携 により、地 域 で

安 心 した育 児 ができるように支 援 します。子 育 てに関 する情 報 が、子 育

て家 庭 はもとより子 どもの関 わりや関 心 のある方 などにも広 く伝 わる情

報 提 供 体 制 を作 ります。 【 柏 市 母 子 保 健 事 業 に関 する基 本 方 針 】  

在 宅 生 活 を送 る障 がい者 が日 中 安 心 して過 ごせるよう、日 中 の居 場 所

や緊 急 時 ・ レスパイトを目 的 とした日 中 活 動 系 サービス（ 生 活 介 護 ・ 療 養

介 護 ・ 自 立 訓 練 等 ） や一 時 預 かりを行 うサービス（ 短 期 入 所 ・ 日 中 一 時

支 援 ） の充 実 及 びサービスの質 の確 保 ・ 向 上 を図 ります。また、医 療 を必

要 とする人 の経 済 的 負 担 軽 減 を目 的 として、補 助 や助 成 を行 います。  

【 ノーマライゼーションかしわプラン 2024】  

※ その 他 関 連 計 画  

 第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画  

 

誰もが等しく、健やかな育ちと健康な生活を、 

切れ目なく享受できる体制が整っている 

基 本 目 標 1-３  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  成 長 段 階 や個 々の状 況 に応 じた保 健 ・ 医 療 サービスについて、必 要

な支 援 につながりにくいこども・ 若 者 が生 じないよう、支 援 へのアク

セスの確 保 を図 っていくことが重 要 です。  

✓  心 身 の不 調 や発 達 に関 する悩 みについて、早 期 に相 談 でき、専 門 的

な支 援 につながる体 制 や仕 組 みを充 実 させていく必 要 があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 子 育 て の 悩 み や 相 談 が で き な い 、 問 題 を 問 題 と し て認 識 で き てい な か っ

たり、それがこどもの考 え方 や生 活 に影 響 を及 ぼしている家 庭 について、

誰 かが気 づき、 大 きな 問 題 になる前 に支 援 につなげる必 要 があるケース

が増 えているように感 じる」  

「 家 族 だ けで 育 てるこ とが 困 難 な 家 庭 も あ るた め 、 地 域 全 体 で 守 ること が

できる制 度 を整 えることが必 要 」  

みんなの声  

 市の方向性  

誰もが 家庭 環境 や状況 に左 右さ れるこ とな く 、 妊娠期 から成

長段階 に応 じた 支援を 切れ 目な く 受け られ るよ う 、関 係機関

が連携した支援体制の充実を図ります。  
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 地 域 や社 会 全 体 で 課 題 を 解 決 す るとい う 認 識 の 下 、 教 育 の 支 援 、 生 活

の安 定 に資 するため の支 援 、保 護 者 の 就 労 の 支 援 、 経 済 的 支 援 を 進 める。  

貧 困 の 状 況 にあ るこども・ 若 者 や子 育 て当 事 者 が 社 会 的 孤 立 に陥 ること

のないよう、親 の妊 娠 ・ 出 産 期 からの相 談 支 援 の充 実 や居 場 所 づくりなど、

生 活 の安 定 に資 するための支 援 を進 める。  

 

 

生 活 困 窮 により、こどもの発 育 ・ 発 達 及 び 健 康 の維 持 に影 響 を及 ぼさな

いよう 、 親 の 妊 娠 ・ 出 産 期 か ら 子 育 て期 ま での 切 れ 目 の ない 支 援 等 、 生

活 の安 定 に資 する支 援 の充 実 を図 ります。  

また、 社 会 的 に孤 立 した 世 帯 に対 し て、 相 談 機 能 の 充 実 を 図 る とともに、

こ ど も 及 び そ の 保 護 者 の 交 流 の 機 会 等 に つ な が る 居 場 所 づ く り の 提 供

に取 り組 みます。 【 第 2 期 柏 市 こどもの貧 困 対 策 推 進 計 画 】  

子 どもたち自 身 の努 力 の及 ばない不 利 な環 境 により、将 来 への道 を閉 ざ

さ れ ること の な い よう 、 関 係 機 関 と 情 報 共 有 、 連 携 し 、 学 習 支 援 や 貧 困

対 策 を図 ります。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

 

※ そ の 他 関 連 計 画  

 第 ４ 期 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 / 柏 市 駐 輪 場 等 条 例 施 行 規 則 / 柏 市

食 育 推 進 計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画   

 

困難な状況にあるこどもも希望を持ち、 

将来の夢に挑戦できる 

基 本 目 標 1-４  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  支 援 を必 要 とするこどもや家 庭 が、支 援 制 度 や相 談 窓 口 に関 する

情 報 を適 切 に把 握 し、必 要 な支 援 につながることができるよう、分 か

りやすい情 報 提 供 や周 知 を強 化 していくことが求 められます。  

✓  経 済 的 な困 難 を抱 える家 庭 のこどもが、学 習 、体 験 活 動 、進 学 等 の

機 会 に十 分 にアクセスできるよう、経 済 的 支 援 や環 境 整 備 を図 って

いくことが重 要 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 子 育 て 経 験 者 や 専 門 職 と 気 軽 に 交 流 で き る 場 、 コミュ ニ テ ィ を つ く る 必

要 がある」  

みんなの声  

 市の方向性  

困難な 状況 にあ るこど もが 孤立 するこ とな く 必 要 な支 援につ

ながり 、安 心 し て学び や成 長を 重ね、 将来 への 希望や 夢に挑

戦でき るよ う 、 居場所 の 提 供や 切れ目 のな い 支 援体制 の充実

を図ります。  
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 障 が い の あ るこど も ・ 若 者 、 発 達 に 特 性 の あ るこど も ・ 若 者 の 地 域 社 会

へ の 参 加 ・ 包 容 （ イ ン クル ージ ョ ン ） を 推 進 し、 そ の 発 達 や 将 来 の 自 立 、 社

会 参 加 を支 援 する。  

 医 療 的 ケア児 、聴 覚 障 がい児 など、専 門 的 支 援 が必 要 なこどもや若 者 と

その家 族 への対 応 のための地 域 における連 携 体 制 を強 化 する。  

 

 

障 が い 児 や 発 達 支 援 の 必 要 な 児 童 を 早 期 に 発 見 し 支 援 に つ な ぐ た め 、

幼 児 健 康 診 査 を 始 め と す る 母 子 保 健 事 業 を 推 進 す ると と も に、 支 援 が

必 要 な 児 童 や家 族 につい ては、 障 が い 児 支 援 の 中 核 と な る 児 童 発 達 支

援 センターに速 やかにつなぎ、センターが中 心 となって関 係 事 業 所 と共 に

適 切 な 支 援 を 提 供 し ま す 。 ま た 、 研 修 等 の 実 施 を 通 じ て 、 児 童 やそ の 家

族 への支 援 を提 供 する職 員 のさらなる資 質 向 上 に取 り組 みます。  

共 生 社 会 の実 現 に向 けて、障 がいの有 無 にかかわらず通 常 の学 級 、特 別

支 援 学 級 、 小 中 学 校 と 特 別 支 援 学 校 と の 交 流 及 び 共 同 学 習 に 取 り 組

む。 【 ノーマライゼーションかしわプラン 2024】  

日 常 生 活 を 営 む た め に 恒 常 的 に 医 療 的 ケ ア を 受 け る こと が 不 可 欠 で あ

る児 童 について、集 団 保 育 を実 施 する保 育 園 等 において、安 全 に医 療 的

ケア及 び集 団 保 育 を 実 施 することができると 判 断 した児 童 を受 け入 れま

す。【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 】  

 

障がいや病気などにかかわらず、 

個性が尊重され、自分らしく活動できる 

基 本 目 標 1-5  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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※ そ の 他 関 連 計 画  

  第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画   

 

 

 

✓  障 がいや病 気 の特 性 に応 じた合 理 的 配 慮 や支 援 が、教 育 、地 域 活

動 、社 会 参 加 の各 場 面 において適 切 に行 き届 くよう、環 境 整 備 や支

援 体 制 を強 化 していくことが求 められます。  

✓  周 囲 の理 解 不 足 や偏 見 により、こども・ 若 者 が自 らの力 を十 分 に発

揮 できる機 会 が制 限 されることのないよう、理 解 促 進 や意 識 啓 発 を

進 めていく必 要 があります。  

✓  医 療 、福 祉 、教 育 、就 労 支 援 などの関 係 機 関 が連 携 し、成 長 段 階 に

応 じた切 れ目 のない支 援 につながるよう、支 援 体 制 の強 化 を図 って

いくことが重 要 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 特 性 に合 っ た 対 応 がで き てい るか 、 正 解 が 分 から な い。 本 人 の 言 葉 や 要

求 の意 味 が分 からず悲 しそうな顔 をされるとき本 人 の将 来 についての責

任 をすべてを負 っているような感 覚 がある。」  

みんなの声  

  

 市の方向性  

障がい や 病 気 な どにか かわ らず 、一人 ひと りの 個性や 特性が

尊重さ れ、 安心 して自 分ら しく 学び、 活動 し、 社会と つなが

ることができる環境づくりを進めます。  
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 虐 待 相 談 対 応 件 数 の 増 加 な ど、 子 育 て に困 難 を 抱 え る世 帯 がこれまで

以 上 に顕 在 化 し てき てい る 状 況 等 を 踏 ま え、 子 育 て に 困 難 を 抱 え る世 帯

に対 する包 括 的 な支 援 体 制 の強 化 を行 う。  

 

 

児 童 虐 待 の発 生 予 防 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 のため、 関 係 機 関 との連 携

の強 化 や児 童 相 談 所 の設 置 に向 けた取 り組 みを推 進 します。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 】  

児 童 虐 待 やヤングケ アラー等 、 家 庭 生 活 において困 難 を 抱 えている児 童

生 徒 について、スクールソーシャルワーカー を活 用 し、他 機 関 とのスムーズ

な連 携 を行 います。 【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

児 童 養 護 施 設 や 里 親 家 庭 な ど を 離 れ た 方 の 大 学 や 専 門 学 校 等 へ の 進

学 を 支 援 す るた め、 月 額 ４ ５ ， ０ ０ ０ 円 を 学 費 や生 活 費 の 一 部 （ 返 済 不

要 の奨 学 金 ） として助 成 します。  

【 柏 市 ケアリーバー等 支 援 給 付 型 奨 学 金 支 給 規 則 】  

 

※ そ の 他 関 連 計 画  
  柏 市 母 子 保 健 事 業 に 関 す る 基 本 方 針 / 柏 市 人 権 擁 護 指 針 / 柏 市 地 域 健 康 福

祉 計 画  

 

 

 

 

虐待を受けることなく、家庭で困っている子が 

支援につながることができる 

基 本 目 標 1-６  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 
状 
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✓  児 童 虐 待 の発 生 予 防 、早 期 発 見 、早 期 対 応 を確 実 に行 うため、母

子 保 健 、福 祉 、教 育 、医 療 等 の関 係 機 関 が日 常 的 に情 報 共 有 し、

切 れ目 なく支 援 につなげる連 携 体 制 を一 層 強 化 していくことが求 め

られます。  

✓  虐 待 や家 庭 環 境 の影 響 を受 けたこども・ 若 者 が、就 学 の継 続 や進

学 、将 来 の自 立 に向 けた支 援 を途 切 れなく受 けられるよう、学 校 と

福 祉 等 の関 係 機 関 が連 携 した継 続 的 な支 援 を充 実 が重 要 な課 題

となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 要 対 協 （ ※ ） の ご 家 庭 を 丁 寧 に ケ ア す る こ と の 重 要 性 も 承 知 し て い ま す

が、 要 対 協 リ ス ト に入 ってい ない 、 ボーダーライ ン 上 にい るご 家 庭 や危 う

い ご 家 庭 に つ い て 、 状 況 が そ れ 以 上 悪 化 し な い よ う に す る 為 に 、 も っ と

動 いていただきたいと感 じることが多 々あります」  

 
※ 要 保 護 児 童 地 域 協 議 会 （ 要 対 協 ） と は ， 要 保 護 児 童 の 適 切 な 保 護 、 支 援 を 行 う

た め 、 こ ど も に 関 係 す る 機 関 等 に よ り 構 成 さ れ る 機 関 で あ り 、 児 童 福 祉 法 に よ り

地 方 公 共 団 体 は その 設 置 に 努 める こ と とさ れて い る 。  

みんなの声  

 市の方向性  

虐待を 未然 に 防 ぎ、家 庭で 困難 を抱え るこ ども を早期 に発見

し、安 心し て 必 要な支 援に つな がるこ とが でき る 体制 の充実

を図ります。  
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 Ｓ Ｏ Ｓ の 出 し 方 や心 の危 機 に陥 った 友 人 等 からの Ｓ Ｏ Ｓ の 受 け止 め 方 に

関 する教 育 を含 む自 殺 予 防 教 育 などの体 制 強 化 を図 る。  

 こども・ 若 者 が、犯 罪 、事 故 、災 害 等 から自 らと他 者 の安 全 を守 ることが

できるよう、安 全 教 育 を推 進 する。  

 

 

犯 罪 等 の危 険 に対 する子 どもたちの意 識 向 上 を図 るとともに、自 分 の身

を 守 るた め に 必 要 な 知 識 や 判 断 力 を 身 に 付 けさ せ るた め の 安 全 教 育 の

充 実 を図 ります。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

悩 みを 抱 えた 子 ども が、その 悩 みを 抱 え 込 まずに 相 談 が でき る「 Ｓ Ｏ Ｓ の

出 し 方 」 に 関 する教 育 を 推 進 す るとともに、その Ｓ Ｏ Ｓ を 受 け止 め る側 で

ある教 員 及 び保 護 者 に向 けて「 Ｓ Ｏ Ｓ の受 け方 」 について啓 発 を行 い、悩

みを 抱 え 込 まず に 身 近 な 方 に話 す ことが でき る 環 境 を 、 子 ども 及 び 教 員

並 びに親 の双 方 向 から整 えていきます。 【 第 ２ 次 柏 市 自 殺 対 策 計 画 】  

ICT 機 器 の基 本 操 作 や Google の主 要 ツールの操 作 方 法 等 を小 中 学

校 の ９ 年 間 で 体 系 的 に 習 得 す る こと が で き る よ う に 「 柏 市 情 報 リ テ ラ シ

ー 育 成 カ リ キ ュ ラ ム 表 」 を 作 成 。 各 校 に お い て 確 実 に 実 施 さ れ る よ う 指

導 ・ 助 言 している。 【 柏 市 学 校 教 育 情 報 化 推 進 計 画 】  

 

※ そ の 他 関 連 計 画  
  第 三 期 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 / 柏 市 再 犯 防 止 推 進 計 画 / 柏 市 地

域 防 災 計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

犯罪や災害から守られた安全な環境のもと、 

安心して日々の生活を送ることができる 

基 本 目 標 1-７  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  犯 罪 や災 害 等 の危 険 からこどもを守 るため、学 校 、地 域 、関 係 機 関

が連 携 し、防 災 教 育 等 を通 じて、こども自 身 が危 険 を察 知 し、適 切

に行 動 できる力 の育 成 に取 り組 んでいくことが求 められます。  

✓  悩 みや不 安 等 を抱 えるこどもがＳ Ｏ Ｓ を出 しやすく、それを確 実 に受

け止 められるよう、学 校 や家 庭 、地 域 における相 談 体 制 や見 守 りの

仕 組 みを充 実 させ、安 全 性 の高 い環 境 を整 備 を図 っていくことが重

要 です。  

✓  いじめ、犯 罪 被 害 、災 害 、インターネット上 のリスクなど多 様 な危 険 か

らこどもを守 るため、情 報 リテラシー教 育 や人 権 意 識 の醸 成 を進 め

るとともに、専 門 職 や関 係 機 関 が連 携 した継 続 的 な支 援 体 制 を構

築 が重 要 な課 題 となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 学 校 な ど 通 学 し て い る と 、 先 生 か ら も こ ど も の 様 子 な ど を 見 て も ら え る

が、不 登 校 のこどもたちは様 子 を見 ることも出 来 ないので心 配 。」  

みんなの声  

 市の方向性  

犯罪や災害のリスク からこども・若者を守り、地域 や関係機

関が連携して安全対策 を進めることで 、安心して日々の生活

を送ることができる環境づくりを推進します。  
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 幼 児 教 育 ・ 保 育 の無 償 化 や高 校 等 の授 業 料 支 援 など、幼 児 期 から高 等

教 育 段 階 まで切 れ目 のない負 担 軽 減 を着 実 に実 施 する。  

 夫 婦 が相 互 に協 力 しながら子 育 てし、それを職 場 が応 援 し、地 域 社 会 全

体 で支 援 する社 会 をつくるため、共 働 き・ 共 育 てを推 進 する。  

 ひとり親 家 庭 が抱 える様 々な課 題 や個 別 ニーズに対 応 するため、 各 家 庭

の 親 子 そ れ ぞ れの 状 況 に応 じ 、 生 活 支 援 、 子 育 て 支 援 、 就 労 支 援 等 が 適

切 に行 われるよう取 り組 む。また、こどもに届 く生 活 ・ 学 習 支 援 を進 める。  

 

 

幼 児 教 育 ・ 保 育 の無 償 化 を始 め、実 費 徴 収 に係 る補 足 給 付 事 業 等 を行

うとともに、各 種 支 援 制 度 の周 知 を進 めます。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 】  

支 援 が必 要 な方 に届 くように、就 学 援 助 制 度 の周 知 に努 めるとともに、

支 給 事 務 を正 確 かつ迅 速 に行 います。  

就 学 援 助 支 給 世 帯 を対 象 とした制 服 リユース事 業 （ 柏 市 制 服 バンク） を

実 施 します。 【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

働 きながら子 育 てをしている職 員 に対 する支 援 制 度 の利 用 を促 進 すると

ともに、その周 囲 の職 員 を含 めた働 きやすい職 場 環 境 を整 備 すること

で、職 員 間 での助 け合 いの風 土 を醸 成 していきます。  

 

安心してこどもを産み育てられ、 

こどもと家庭が尊重される支援がある 

基 本 目 標 ２ -１  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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【 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 及 び女 性 活 躍 推 進 法 に基 づく柏 市 特 定

事 業 主 行 動 計 画 】  

ひとり親 が仕 事 と子 育 てを両 立 しながら経 済 的 に自 立 するとともに、こ

どもが心 身 ともに健 やかに成 長 できるよう、総 合 的 かつ計 画 的 に施 策 の

展 開 を図 っていきます。 【 第 4 期 柏 市 ひとり親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 】  

 

※ そ の 他 関 連 計 画  
  柏 市 駐 輪 場 等 条 例 / 第 ４ 期 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画  

 

 

 

✓  仕 事 と子 育 ての両 立 しやすい環 境 を整 えるため、保 育 サービスや多

様 な子 育 て支 援 の充 実 、育 児 休 業 等 の制 度 周 知 、就 労 支 援 の強 化

を通 じて、保 護 者 が安 心 して働 き続 けられる基 盤 づくりが重 要 です。  

✓  子 育 てに伴 う不 安 や孤 立 感 を軽 減 するため、地 域 における相 談 支

援 体 制 や見 守 りの仕 組 みを充 実 させるとともに、家 庭 の状 況 に応 じ

たきめ細 かな支 援 を行 うことが課 題 となっています。  

✓  出 産 、子 育 て、教 育 に係 る経 済 的 負 担 を軽 減 するため、幼 児 教 育 ・

保 育 の無 償 化 や就 学 援 助 、ひとり親 家 庭 への支 援 等 の制 度 が必 要

な家 庭 に確 実 に届 くよう、分 かりやすい情 報 提 供 と利 用 促 進 が必

要 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 経 済 的 困 窮 や ひ と り 親 家 庭 は ， 生 計 を 立 てる こと で 精 一 杯 で 育 児 に 費

やす時 間 や精 神 的 余 裕 がないことが多 いと感 じる。」  

みんなの声  

 
 

現 

状 

 

 市の方向性  

妊娠期 から 子育 て期ま で切 れ目 のない 支援 を通 じて 、 安心し

てこど もを 産み 育てら れる とと もに 、 こど もと 子育 て 当事者

が尊重される支援体制の充実を図ります。  
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 地 域 の中 で子 育 て家 庭 が支 えられるよう、在 宅 で子 育 てをしている家 庭

を含 めて全 てのこどもと家 庭 を対 象 として、虐 待 予 防 の観 点 からも地 域 の

ニーズに応 じた様 々な子 育 て支 援 を推 進 する。  

 

 

子 育 てに関 する情 報 が、子 育 て家 庭 はもとより子 どもとのかかわりや関

心 のある方 などにも広 く伝 わる情 報 提 供 体 制 をつくります。また、子 育 て

について相 談 しやすい体 制 を充 実 させます。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 】  

子 育 て家 庭 が孤 立 することなく、育 児 に安 心 してゆとりを持 って親 として

の役 割 が発 揮 できるよう、まち全 体 で、子 ども同 士 が育 ち合 い、保 護 者

も共 に支 え合 う仲 間 作 りや学 び合 いができる場 、また時 には親 子 でほっ

とひと息 つける場 の充 実 を図 ります。また、まちへ踏 み出 す親 子 を温 かく

迎 え入 れる環 境 づくりを進 めます。  

【 柏 市 母 子 保 健 事 業 に関 する基 本 方 針 】  

保 護 者 ・ 親 子 が集 まり、仲 間 を作 ったり、学 びあったりできる機 会 の提 供

等 の取 り組 みにより、子 育 ての不 安 や悩 みを解 消 できる環 境 づくりを進

めます。 【 第 ４ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 改 訂 版 】  

 

※ そ の 他 関 連 計 画  
  柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 / 第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 / 柏 市 地 域 健 康 福 祉

計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

地域社会全体が「こどもまんなか」の視点をもち、 

共に育ちを支え合う 

基 本 目 標 ２ -２  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 
状 
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✓  子 育 てに関 する情 報 や相 談 支 援 が、子 育 て家 庭 だけでなく、地 域 の

人 々にも広 く行 き渡 るよう、分 かりやすい情 報 提 供 と身 近 で相 談 し

やすい体 制 を充 実 させ、地 域 と家 庭 をつなぐ仕 組 みを強 化 していく

ことが求 められます。  

✓  子 育 て中 の保 護 者 が孤 立 感 や不 安 を抱 え込 むことなく、地 域 の中

で仲 間 づくりや学 び合 い、安 心 して過 ごせる場 につながることができ

るよう、親 子 の居 場 所 づくりや交 流 の機 会 を地 域 全 体 で充 実 を図

っていくことが重 要 です。  

✓  家 庭 や地 域 が抱 える複 合 的 な課 題 を早 期 に把 握 し、切 れ目 のない

支 援 につなげるため、地 域 と行 政 が協 働 して子 育 てを支 える体 制 を

構 築 することが必 要 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課 

題 

 

 

「 子 育 てが安 心 して出 来 る地 域 という情 報 や， 案 内 などが手 に入 りやすい

施 策 が必 要 だと思 います。」  

みんなの声  

 市の方向性  

地 域 社 会 全 体 が こ ど も ま ん な か の 視 点 を 共 有 し 、 行 政 ・ 地

域・関 係機 関 が 連携し て、 こど もと 家 庭の 育ち を 共に 支え合

う環境づくりを進めます。  
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第４章  

計  画  の 推  進  
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  本 計 画 の推 進 にあたっては、PDCA サイクルによる進 行 管 理 を行 い

ます。  国 ・ 県 との連 携 に加 え、計 画 の進 捗 状 況 については、「 柏 市 子 ど

も・ 子 育 て会 議 」 において報 告 し、専 門 的 な助 言 及 びこども・ 若 者 等 の

当 事 者 の声 を踏 まえつつ、施 策 を進 めます。  

 また、柏 市 こども施 策 推 進 会 議 を設 置 し、部 局 横 断 的 な推 進 体 制 を

構 築 するとともに、計 画 推 進 に係 る課 題 の共 有 や連 携 を図 りながら、

計 画 の評 価 ・ 検 証 を行 います。  

 さらに、計 画 期 間 中 であっても、社 会 情 勢 の変 化 等 に合 わせ、必 要 に

応 じて計 画 内 容 の見 直 しを行 います。

 

推  進  体  制  

 
１  
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カ

テ

ゴ

リ  

ア ン ケ ー ト 設 問  
成 果 目 標  

（ こ ど も 大 綱 ）  

数 値  

目 標  

※  

現 状  

（ こ ど も 大 綱 ）  

※  

＜ 柏 市 ＞  

こ ど も ・ 若 者  

ア ン ケ ー ト  

結 果  

方 向 性  

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会

」
の
実

現

に
向

け
た
数

値

目

標 

今 の 自 分 が 好 き で

す か  

「 今 の 自 分 が 好 き

だ 」 と 思 う こ ど も ・ 若

者 の 割 合 （ 自 己 肯

定 感 の 高 さ ）  

7 0 ％  6 0 . 0 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

7 9 . 3 ％  

維 持  

自 分 に は 自 分 ら し

さ と い う も の が あ る

と 思 い ま す か  

「 自 分 に は 自 分 ら し

さ と い う も の が あ る 」

と 思 う こ ど も ・ 若 者

の 割 合  

9 0 ％  8 4 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 5 . 7 ％  

↗  

最 近 の 生 活 に ど の

く ら い 満 足 し て い ま

す か  

「 生 活 に 満 足 し て い

る 」 と 思 う こ ど も の 割

合  

7 0 ％  6 0 . 8 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 1 . 3 ％  

維 持  

将 来 の 夢 や 目 標 を

も っ て い ま す か  

「 自 分 の 将 来 に つ い

て 明 る い 希 望 が あ

る 」 と 思 う こ ど も ・ 若

者 の 割 合  

8 0 ％  6 6 . 4 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

5 3 . 1 ％  

↗  

柏 市 が 好 き で す か  「 結 婚 、 妊 娠 、 こ ど

も ・ 子 育 て に 温 か い

社 会 の 実 現 に 向 か っ

て い る 」 と 思 う 人 の

割 合  

7 0 ％  2 7 . 8 ％

（ 2 0 2 3 年 ）  

9 2 . 5 ％  

維 持  

柏 市 に は 自 分 の 意

見 が 聴 い て も ら え る

場 や 機 会 が あ る と

思 い ま す か  

「 こ ど も 政 策 に 関 し

て 自 身 の 意 見 が 聴 い

て も ら え て い る 」 と 思

う こ ど も ・ 若 者 の 割

合  

7 0 ％  2 0 . 3 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

4 3 . 7 ％  

↗  

こ ど も ・ 若 者 が 大 切

に さ れ て い る と 感 じ

ま す か  

「 こ ど も ま ん な か 社 会

の 実 現 に 向 か っ て い

る 」 と 思 う 人 の 割 合  

7 0 ％  1 5 . 7 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

6 4 . 8 ％  

↗  

困 っ て い る こ と や 悩

み 事 を 話 せ る 人 は

い ま す か  

「 ど こ か に 助 け て く れ

る 人 が い る 」 と 思 う こ

ど も ・ 若 者 の 割 合  

現 状

維 持  

9 7 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 6 . 4 ％  

↗  

新 し い 環 境 に 入 っ

て も 、 周 囲 の 人 と 比

較 的 早 く 打 ち 解 け

る こ と が で き ま す か  

社 会 的 ス キ ル を 身 に

つ け て い る こ ど も の

割 合  

8 0 ％  7 4 . 2 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

6 9 . 6 ％  

↗  

今 ま で に 社 会 生 活

や 日 常 生 活 を 円 滑

に 送 る こ と が で き な

か っ た 経 験 が あ り ま

し た か 。  

ま た は 、 現 在 社 会

生 活 や 日 常 生 活 を

円 滑 に 送 れ て い な

い 状 況 が あ り ま す か  

「 社 会 生 活 や 日 常 生

活 を 円 滑 に 送 る こ と

が で き て い る 」 と 思 う

こ ど も ・ 若 者 の 割 合  

7 0 ％  5 1 . 5 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

5 1 . 8 ％  

↗  

自 分 が 子 育 て を し

て い る 、 ま た は 、 将

来 す る 場 合 、 柏 市

は 安 心 し て 出 産 ・

育 児 等 が で き る と

思 い ま す か  

「 こ ど も の 世 話 や 看

病 に つ い て 頼 れ る 人

が い る 」 と 思 う 子 育

て 当 事 者 の 割 合  

9 0 ％  8 3 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

7 1 . 5 ％  

↗  

※ 表 中 の 「 数 値 目 標 」 及 び 「 現 状 」 は ， 「 こ ど も 大 綱 」 に おけ る 「 こ ど も ま ん なか 社 会 」 の 実

現 に 向 け た 数 値 目 標 を 示 し て い る 。 （ 出 典 ） こ ど も 家 庭 庁 「 こ ども 大 綱 」 別 紙 １ よ り 抜 粋  

成  果  指  標  

 
２  
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参  考  資  料  
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 参 考  

 

 

 

 

№  対 象 者  概 要  手 法  実 施 期 間  

１  

小 学 生  

中 高 生 世 代  

保 護 者  

柏 ま つ り の 集 客 を 活 用 し ， 子 ど も ・

子 育 て 支 援 複 合 施 設 T e T o T e で

実 施  

シ ー ル ア ン ケ ー ト  
令 和 7 年 ７ 月 ２ ５ 日 ，

２ ６ 日  

２  
未 就 学 児  

小 学 生  

チ ラ シ を 公 立 保 育 園 ， 子 ど も ・ 子 育

て 支 援 複 合 施 設 T e T o T e ， 児 童 セ

ン タ ー に 配 架 し ， 実 施  

イ ラ ス ト 募 集  
令 和 ７ 年 1 0 月 2 7 日

～ 1 1 月 2 1 日  

３  保 護 者  
キ ッ ズ ル ー ム で 開 催 し た イ ベ ン ト 参

加 者 の 保 護 者 に 実 施  
紙 面 ア ン ケ ー ト  

令 和 7 年 1 1 月 1 9 日

～ 1 2 月 2 4 日  

４  大 学 生 世 代  
就 職 説 明 会 の 参 加 者 を 対 象 と し て

実 施  
紙 面 ア ン ケ ー ト  令 和 ８ 年 １ 月 ７ 日  

５  小 ・ 中 学 生  

市 内 小 中 学 校 に て 実 施 （ 市 立 柏 の

葉 小 学 校 ， 市 立 柏 第 三 小 学 校 ，

市 立 光 ケ 丘 小 学 校 ， 市 立 柏 の 葉

中 学 校 ， 市 立 柏 第 二 中 学 校 ， 市

立 光 ケ 丘 中 学 校 ）  

シ ー ル ア ン ケ ー ト  
令 和 8 年 １ 月 7 日 ～

1 月 2 2 日  

６  
中 学 生 ～  

若 者 世 代  

こ ど も 家 庭 庁 と こ ど も ・ 若 者 意 見

反 映 サ ポ ー ト 事 業 を 実 施  
ワ ー ク シ ョ ッ プ  令 和 ８ 年 1 月 １ ９ 日  

７  若 者 世 代  

1 6 ～ 2 9 歳 の う ち 3 , 5 0 0 名 を 住

民 基 本 台 帳 か ら 無 作 為 抽 出 し ， 郵

送 に て 通 知 を 行 い 実 施  

W e b ア ン ケ ー ト  

令 和 8 年 2 月 2 5 日

～ 3 月 1 2 日  

※ 3 月 1 9 日 ま で 回 答

期 限 延 長  

８  
小 学 生  

保 護 者  
児 童 セ ン タ ー に て 実 施  シ ー ル ア ン ケ ー ト  

令 和 8 年 3 月 2 3 日

～ 4 月 1 9 日  

９  
主 任 児 童 委 員  

児 童 厚 生 員  
説 明 会 に て 実 施  

W e b ア ン ケ ー ト  

紙 面 ア ン ケ ー ト  

令 和 8 年 3 月 2 4 日

～ 4 月 １ ０ 日  

 

  

意  見  聴  取  の  実  施  １  
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 参 考  

 

【 １ 階 掲 示 】  

Q１ .【 保 護 者 の皆 様 へ】 子 育 て支 援 サービスで利 用 してみたい， 利 用 し

てみてよかったと思 う物 を１ つ選 んでシールを貼 ってください  

 

Q２ . 【 小 学 生 のみなさんへ】 放 課 後 すごしたい場 所 を１ つ選 んでシール

を貼 ってください  

ｔ  

 

【 ２ 階 掲 示 】  

Q１ . 柏 市 に住 んでみたい， または住 み続 けたいと思 いますか？  

市内 市外 合計

一時預かり 35 16 51

こども誰でも通園制度 24 9 33

産後ケア 15 4 19

ファミリーサポートセンター 8 7 15

子育て相談 4 3 7

その他 4 0 4

90 39 129

68.6%

72.7%

78.9%

53.3%

57.1%

100.0%

31.4%

27.3%

21.1%

46.7%

42.9%

市内 市外

市内 市外 合計

自分の家 15 3 18

親戚の家 0 1 1

公園 3 2 5

学校 2 0 2

図書館 2 2 4

近隣センター 0 0 0

TeToTe 10 1 11

児童センター 0 0 0

お店 0 0 0

その他 2 1 3 ※その他は「友達の家」とコメントあり

34 10 44

83.3%

60.0%

100.0%

50.0%

​

90.9%

​

​

66.7%

16.7%

100.0%

40.0%

50.0%

​

9.1%

​

​

33.3%

市内 市外

柏 まつりを活 用 して子 ども・ 子 育 て支 援 複 合 施 設 TeToTe で  

実 施 したシールアンケート（ 令 和 7 年 ７ 月 ２ ５ 日 ， ２ ６ 日 ）  
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 参 考  

 

Q２ . 子 育 てしやすい街 とは， どんな街 でしょうか？ （ 自 由 記 入 欄 ）  

    回 答 数  ２        

 ・ ママや子 供 が苦 しい時 ， 困 ったときに素 直 にそう言 える街 ， それ

を受 け止 めてくれる街  

 ・ こどものやりたいことをする  

 

【 ４ 階 掲 示 】  

Q１ .  放 課 後 すごしたい場 所 を１ つ選 んでシールを貼 ってください  

 

Q2.  放 課 後 は， どんなことがしたいですか？ １ つ 選 んでシールを貼 って

ください  

 

市内 市外 合計

思う 8 1 9

思わない 0 0 0

8 1 9

88.9%

​

11.1%

​
市内 市外

市内 市外 合計

自分の家 22 3 25

親戚の家 0 0 0

公園 5 0 5

学校 2 0 2

図書館 1 1 2

近隣センター 0 0 0

TeToTe 11 1 12

児童センター 0 0 0

お店 0 0 0

その他 0 0 0

41 5 46

88.0%

100.0%

100.0%

50.0%

91.7%

12.0%

50.0%

8.3%

市内 市外

市内 市外 合計

勉強 9 0 9

スポーツ 14 1 15

ゲーム 19 1 20

読書・漫画 7 2 9

習い事 3 1 4

オンライン空間（SNS) 0 0 0

その他 4 0 4

56 5 61

100.0%

93.3%

95.0%

77.8%

75.0%

100.0%

6.7%

5.0%

22.2%

25.0% 市内 市外
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 参 考  

 

【 5 階 掲 示 】  

Q１ . 柏 市 に住 んでみたい， または住 み続 けたいと思 いますか？  

 

Q2.  あなたが思 う柏 市 の魅 力 とは何 でしょうか？ （ 自 由 記 入 欄 ）  

    回 答 数  11  

  ①柏 駅 関 連  

 ・ 柏 駅 に行 けばだいたい何 でも揃 うところ  

 ・ だいたい何 でもある  

 ・ 困 ったら柏 駅 に行 けばなんとかなる  

 ・ 駅 でよく歌 ってる人 がいて賑 やか  

 ・ 駅 が広 い， お店 がいっぱいある  

 ・ 柏 まつりがあること  

  ②柏 市 関 連  

 ・ 色 んなことができるところ   

 ・ 立 地 がよい  

 ・ 東 京 まで電 車 で１ 本 で行 ける  

 ・ 柏 駅 から直 進 したらすぐに自 然 が広 がっているところ  

 ・ 学 校 がいっぱいある  

 

 

  

市内 市外 合計

思う 17 1 18

思わない 3 1 4

20 2 22

94.4%

75.0%

5.6%

25.0%
市内 市外
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 参 考  

 

Q1.  子 育 てをするうえで気 軽 に相 談 できる人 はいますか。また、相 談 で

きる場 所 はありまか。  

 

Q1-1.  問 1 で「 １ ． いる(ある)」 と回 答 した方 にうかがいます。それは誰

（ どこ） ですか。(あてはまるものすべてに○)   

 
※「 そ の 他 」 回 答 ： 相 談 支 援 員 （ ５ 件 ） 、 他 事 業 所 の 職 員 、 民 間 療 育 、 大 学 の 先 生  

 

回答数

いる(ある) ⇒　問1-1へ 26

いない(ない) 2

28

回答数

親族 22

友人や知人 13

近所の人 2

市の子育て支援施設（児童センター等） 2

保健所・保健センター 2

民間の子育て支援施設（NPO等） 4

民生委員・児童委員 0

かかりつけの医師 8

こども発達センター・キッズルームの職員 22

上記以外の市の子育て関連窓口 1

インターネット上の掲示板やSNSの相談窓口 3

その他 8

87

キッズルームで開 催 したイベント参 加 者 の保 護 者 に実 施 した  

紙 面 アンケート（ 令 和 7 年 11 月 19 日 ～ 12 月 24 日 ）  
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Q２ .  問 2 お子 さんとよく遊 びに行 く場 所 を教 えてください。 (あては

まるものすべてに○)  

 
※「 そ の 他 」 回 答 ： イオンモール 柏 （ ２ 件 ） 、シ ョッピングモール（ ６ 件 ） 、 市 外 公 園  

 

Q３ .  子 育 てする上 で以 下 のことを感 じますか。  

(1)  子 育 てが楽 しい(○は 1 つ)  

 

選択肢 回答数

祖父母、親戚の家 7

友だちの家 1

児童センター 3

地域子育て支援センター 0

はぐはぐひろば 1

TeToTe 1

ラコルタ柏(2階)親子スペース 1

こども図書館 1

市内の公園 19

民間運営の遊び場等の施設 10

その他 9

特にない 3

56

回答数

楽しい 5

楽しいと感じることの方が多い 13

つらいと感じることの方が多い 9

つらい 0

どちらも感じる（いずれも該当なし） 1

28
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(２ )  こどもの対 応 で、わからなくなったり、子 育 ての大 変 さを意 識 する

ことはありますか（ ○は 1 つ)  

 

(2)-1 (2)で「 １ ． よくある」 または「 ２ ． 時 々ある」 と回 答 した方 にうか

がいます。それはどのようなときですか(以 下 の回 答 欄 に記 入 )  

 ・ 多 動 、発 語 が な い の でなん で 泣 い て い る の か 、癇 癪 の 原 因 が わ か り に く い  

・ 発 達 特 性 に よ り、思 っ た 通 り に 行 動 し て く れな い 時  

・ 問 題 行 動 を や め る よ う に 言 っ て やめ て も、また やっ て い て 同 じ こ と を 何 回 も の 繰 り 返 し  

 言 っ た り しな い と い けな い 時 。  

・ ま だ 会 話 が で きな い の で 何 を 訴 え て い る の か わ か ら な い 時  

・ 周 り の 目 が 気 に な っ た り、将 来 へ の 不 安 を 感 じ た 時  

・ 困 っ た 時 す ぐ 近 く に 頼 れる 人 が い な い 時  

・ 何 が し た い か わ か ら な い 時 の 動 か な い、い や い や 。  

・ 自 分 の 行 動 ､言 動 が 子 供 に 影 響 し て しま う と い う こと  

・ 病 院 に 行 っ た とき にな か な か 静 か に 待 て な く て 「 座 っ て 」 な ど 言 っ て も 伝 わ ら な い 時  

・ 子 供 の 成 長 面  

・ 自 分 の 時 間 に 余 裕 が な い 時  

・ 言 葉 で コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン が 取 れ な い の で 、何 を 伝 え た い か く み 取 る の も 難 し い で す し ，  

 本 人 も 癇 癪 や か み つ い たり 等 で し か 今 の と こ ろ 伝 え る こ と がで きな い の で 、それ が 大 変  

 に 感 じ こ と が あ る  

・ 泣 き お こ る、癇 癪 が 続 くと き  

・ 成 長 が 遅 い、兄 弟 ケ ン カ  

・ 外 出 先 で の 問 題 行 動 ， ワ ン オ ペ の 育 児 、自 分 自 身 に 余 裕 が な い 時  

・ 言 葉 が 話 せ な い、会 話 がで きな い の で、怒 っ た り 泣 い た り、何 か し て 欲 し い 時 が ど んな  

 気 持 ち が わ か ら な い 時 があ る    

・ 特 性 に 合 っ た 対 応 が で きて い る か、正 解 が 分 か らな い 。 本 人 の 言 葉 や 要 求 の 意 味 が 分  

回答数

よくある　⇒　(2)-1へ 16

時々ある　⇒　(2)-1へ 10

あまりない 2

全くない 0

28
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 参 考  

 か ら ず 悲 し そ う な 顔 を さ れる とき 本 人 の 将 来 に つ い て の 責 任 を す べ て を 負 って い る よ う  

 な 感 覚 が あ る 時  

・ 自 分 の 接 し 方 が 正 解 な の か が わ か ら な い  

・ 外 で の 癇 癪 や 周 り に 迷 惑 を か け た 時 の 対 応  

・ 寝 な い、夜 中 に 起 き る、ご 飯 食 べ な い、急 な 癇 癪  

・ 身 体 が 大 き く な る につ れ、周 り の 目 や、体 力 な ど 大 変  

・ 3 人 い る の で す が、母 のワ ン オ ペ な の で 手 が 足 りな い 。  

・ 長 女 に 助 け を 求 め る が、ヤ ン グケ ア ラ ーに し て し まっ て いな い か 悩 む 。  

・ 難 治 性 て ん か ん の ため 常 に 発 作 を 起 こ さ な い か 心 配 が 絶 え な い 。  

・ 子 供 の 特 性 に 振 り 回 さ れて い る とき  

・ 相 談 も し て い ま す が、日 々 の 対 応 は 「 放 っ てお くし か な い 」 と な るこ と が 多 い で す 。  

・ 意 思 疎 通 が 難 し い 時    

・ 色 々 あ り ま す が、協 調 性 が な い の で 他 人 に 迷 惑 が 掛 か ら な い 時 間 や 場 所 を 考 え な が ら  

 常 に 行 動 し て い る 。 そ の ため、気 を 張 っ て 行 動 し て い る ので 疲 れ て し ま う こと が あ る 。  

・ 仕 事 で 人 と 接 す る 機 会 が 少 な く、日 本 語 に 自 信 が 持 て な い こと や 、時 間 の 余 裕 が な く  

 人 と 会 う 機 会 も 少 な い ため 、交 流 や 相 談 を ため らっ て しま う 時 。  

・ 自 分 の 状 況 を 理 解 し、共 感 し て く れた り、心 を 開 い て 接 し て くれ る 人 が とて も 少 な い と  

 感 じ る こ と が あ りま す 。  

・ 自 分 の 育 て ら れ た 時 代 背 景 の 違 い  

・ 安 心 し て 外 遊 び を さ せ られ な い 時 代 。 近 所 に 子 ど も 少 な い せ い か 子 ど も の 大 き い 声 な  

 ど 迷 惑 じ ゃ な い か と 神 経 質 に な って し ま う 。  

・ 発 達 が 遅 れ て い る よ う で 1 ～ 2 歳 が す る よ う な 困 り ご と を 4 歳 の か ら だ が 大 き く なっ て  

 か ら す る こ と  

・ ル ーテ ィ ー ン が 崩 れ る と い や いや 、癇 癪 が す ご い こと  

・ 身 体 に 力 が 入 ら な く、脱 力 し て 歩 か な くな る こ と  

・ 特 性 と 向 き 合 う 時  

・ 本 人 に 分 か る よ う に 話 を 組 み 立 て な い と い けな い 時  

・ ずっ と 赤 ち ゃ ん だ な ぁと 感 じ る と き  

・ う ま く い か ず、子 供 が 癇 癪 を 起 こ し た とき  
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 参 考  

(3) 子 育 てに忙 しく、人 とのつながりが薄 いと感 じることはありますか

(○は 1 つ)  

 

(4) 仕 事 や地 域 活 動 などの社 会 活 動 と子 育 ての両 立 について教 えて

ください(○は 1 つ)  

 

Q ４ . 柏 市 の 子 育 て 支 援 の 取 り 組 み へ の 満 足 度 を 教 え て くだ さ い 。 (○

は 1 つ)  

 

 

 

 

 

回答数

よく感じる 5

時々感じる 10

あまり感じない 13

全く感じない 0

28

回答数

両立できていると思う 1

大変だが両立できていると思う 9

あまり両立できていないと感じる 7

両立が難しい 10

27

回答数

大変満足 5

やや満足 10

やや不満 6

大変不満 2

どちらともいえない 5

28



 

63 

 

 参 考  

Q５ .今 後 、柏 市 の子 育 て支 援 環 境 を良 くしていくためには、どこに力 を

入 れていく必 要 があると思 いますか。3 つまで選 択 してください。

(あてはまるものに○)  

 

 

 

  

回答数

こどもの権利の尊重 2

こどもの生きる力、心の育成 2

子育てサービスの情報提供 5

子育て相談 2

子育てと仕事の両立支援 11

障がい児への支援 22

児童虐待への対応 1

こどもと親の健康の確保 5

こどもの教育環境の整備 3

子育てを支援する生活環境の整備 10

地域で行う子育て支援 3

経済的な子育て支援 11

その他 1

78
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 参 考  

 

【 実 施 概 要 】  

◆テーマ  

 こども・ 若 者 の声 が聴 かれるまちづくり  

 こども・ 若 者 たちの身 近 な相 談 先 とは  

◆質 問 内 容  

 ①どんな場 所 ならこども・ 若 者 が意 見 を言 いやすいと思 いますか？  

 ②相 談 しやすい、 頼 りにしたい、と 思 うところに求 めるも のはどのよう

なことですか？  

◆当 日 参 加 者  

 ８ 人 （ 中 学 生 ～ 大 学 生 年 代 ）          

◆派 遣 人 数  

 ファシリテーター  １ 人  

 こども家 庭 庁    ２ 人  

◆運 営 人 数  

 事 務 局 13 人 （ ファシリテータ―、板 書 係 含 む）  

 

 

こども家 庭 庁 とこども・ 若 者 意 見 反 映 サポート事 業 として実 施 した  

ワークショップ（ 令 和 ８ 年 1 月 １ ９ 日 ）  
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 参 考  
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 参 考  

 

 

Q１ . 今 のあなたにとって安 心 できる居 場 所 はどこですか。（ 複 数 回 答 ）  

 

Q２ . 居 場 所 に求 めることは何 ですか。（ 複 数 回 答 ）   

 

Q３ . 市 に意 見 を伝 えたいと思 いますか。（ 単 一 回 答 ）   

 

Q４ . 意 見 を伝 えやすい方 法 はどれですか。（ 複 数 回 答 ）  

 

  

選択肢 件数

自分の部屋 36
家庭 36
学校 17
地域 3
インターネット 6
その他 5

選択肢 件数

好きなこと 40
新しいこと 20
構わないでほしい 1
話を聞いてほしい 15
味方になってほしい 25
聞いてほしい 4
応援してほしい 13
通いやすさ 17
その他 1

選択肢 件数

そう思う 13
どちらかといえばそう思う 22
どちらかといえばそう思わない 9
そう思わない 3

選択肢 件数

ネット匿名 41
ネット実名 10
電話・通話アプリ 6
手紙 6
インタビュー 10
話し合い 18
その他 0

就 職 説 明 会 の参 加 者 を対 象 として実 施  

（ 令 和 ８ 年 1 月 ７ 日 ）  
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 参 考  

 

Q５ . 将 来 こどもを持 ちたいと思 うためにどのような施 策 が必 要 だと思  

    いますか。（ 自 由 記 述 ）   

 

【 主 な回 答 】  

 ・ 働 きやすい環 境 をつくること  

 ・ 子 育 ての悩 みを少 しでも軽 くできたり、周 りに理 解 してもらえるよう  

  な環 境  

 ・ こどもを持 つ親 同 士 の交 流 場 所 が増 えること  

 ・ 店 内 でのちょっとした遊 べるスペースの設 置  

 ・ 安 心 安 全 なまちづくり  

 ・ こどもが安 心 して通 学 できるように、多 くの場 所 に街 灯 を設 置  

 ・ 子 育 てにおいて孤 独 を感 じないようにすること  

 ・ 図 書 館 などのこどもが利 用 できる公 共 施 設 を充 実 させる  

 ・ 親 目 線 での子 育 てに関 する相 談 と、こども目 線 でのこどもの相 談 窓  

  口 の充 実  

 ・ 市 民 の意 見 を取 り入 れる仕 組 みをつくる   

 ・ なんでも相 談 できる窓 口 が増 えること  

 ・ インターネット上 のＳ Ｎ Ｓ での子 育 てについての支 援  

 ・ 子 育 てに悩 んでいる人 達 が集 まれる場 所 を増 やすこと  

 ・ 公 園 を充 実 させて、こどもや親 同 士 の関 わりができること  

 ・ 子 育 て支 援 や子 育 ての大 変 さについてもっと多 くの人 に理 解 しても  

  らえるような施 策  

 ・ 急 なトラブルで自 分 がこどもの保 育 が出 来 なかったときにすぐに預  

  かってくれる場 所 (スムーズに利 用 できる特 例 があればよい)  

 ・ 男 性 向 けの子 育 て指 導 や育 児 についての講 演 会 等 の開 催   
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 参 考  

 

Q１ .  柏 市 が好 きですか？  

 

Q2.  こどもにとって大 切 だと思 うことは何 ですか？  

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数

好き 584

嫌い 41

合計 625

回答数

自分の気持ちを自由に言ったり、話したりで
きること

69 10.8%

ごはんや寝るところがあって、安心して暮ら
せること

321 50.2%

自分たちでグループを作って遊んだり、ス
ポーツができたりすること

56 8.8%

いじめられたり、まわりの人から嫌なことを
されないこと

24 3.8%

将来の夢に向かって、やりたいことができる
こと

169 26.4%

合計 639

市 内 小 中 学 校 にて実 施 したシールアンケート  

（ 令 和 8 年 １ 月 7 日 ～ 1 月 22 日 ）  
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 参 考  

 

Q1  回 答 者 性 別 ・ 年 齢  

 

 

 

 

  

37.4%

40.3%

34.0%

59.1%

56.4%

62.3%

3.5%

3.4%

3.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

男 女 答えない

15歳

1.3%

16歳

19.2%

17歳

18.5%

18歳

15.0%

19歳

3.8%

20歳

3.9%

21歳

4.5%

22歳

3.1%

23歳

4.8%

24歳

2.1%

25歳

4.5%

26歳

5.0%

27歳

3.5%

28歳

5.2%
29歳

5.7%

１６歳～１８歳

53.9%

１９歳～２９歳

46.1%

住 民 基 本 台 帳 より無 作 為 抽 出 （ 16～ 29 歳 のうち 3,500 名 ） し、  

郵 送 にて実 施 した Web アンケート  
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 参 考  

Q2. 一 緒 に住 んでいる家 族  

 

 

Q3. 就 学 ・ 就 労 状 況  

 

  

73.9%

81.2%

3.4% 6.3%

61.1%

7.3%
3.4%

0.4%
2.0% 7.6%

90.9%

97.9%

4.4% 7.0%

81.6%

0.0% 0.3% 0.8% 0.8% 0.3%

54.1%

61.7%

2.1% 5.5%

37.1%

15.8%

7.0%

0.0%
3.3%

16.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

65.7%

23.4%

1.8%
7.8%

1.4%
4.2%

0.7%

97.1%

0.3% 0.0%

5.2%
0.5% 1.6% 0.8%

28.9%

50.5%

4.0%

10.9%

2.4%

7.3%

0.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q4. 将 来 の進 路 について  

 

 

Q5. 今 の自 分 が好 きですか  

 

48.5%

83.6%

7.3%

14.6%

6.5%

24.0%

23.1%

0.3%

49.8%

9.2%

8.1%

10.6%

0.6%

0.5%

0.6%

4.1%

1.0%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

進学予定 就職予定 就労している 未定 その他 未回答

30.7%

32.5%

28.6%

48.6%

48.1%

49.2%

14.6%

14.3%

14.9%

6.2%

5.2%

7.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い
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 参 考  

Q6. 自 分 には自 分 らしさというものがあると思 いますか  

 

 

Q7. 最 近 の生 活 のどのくらい満 足 していますか  

 

Q8. 将 来 の夢 や目 標 をもっていますか  

 

 

48.6%

48.8%

48.3%

37.1%

37.1%

37.1%

10.1%

9.9%

10.3%

4.2%

4.2%

4.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

34.9%

41.6%

27.1%

46.4%

47.3%

45.3%

13.9%

7.8%

21.0%

4.9%

3.4%

6.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

満足している やや満足している やや満足していない 満足していない

53.1%

57.9%

47.4%

12.0%

7.3%

17.6%

29.1%

31.9%

25.8%

5.7%

2.9%

9.1%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

もっている もっていない 探している もてない
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 参 考  

Q9. 柏 市 が好 きですか  

 

Q10.柏 市 には自 分 の意 見 が聴 いてもらえる場 や機 会 があると思 いますか  

 

 

Q11.こども・ 若 者 が大 切 にされていると感 じますか  

 

 

 

 

 

39.8%

41.8%

37.4%

52.7%

51.2%

54.4%

6.4%

5.7%

7.3%

1.1%

1.3%

0.9%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い

43.7%

50.9%

35.3%

56.3%

49.1%

64.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある ない

14.7%

18.7%

10.0%

50.1%

51.2%

48.9%

25.2%

23.1%

27.7%

9.9%

7.0%

13.4%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない
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 参 考  

Q12.困 っていることや悩 み事 を話 せる人 はいますか  

 

 

Q13.(Q12 で「 いる」 と回 答 した方 へ )それは誰 ですか  

 

 

 

 

 

86.4%

86.2%

86.6%

13.6%

13.8%

13.4%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

いる いない

34.2%

60.1%

3.2%
7.1%

20.4%

6.4%
2.1%

11.5%

60.4%

2.8%

7.8%
5.6%

4.8%

34.8%

61.6%

4.9%
8.6%

21.0%

0.3% 1.8%

19.0%

64.7%

3.6%
2.6%

5.2% 3.4%

33.4%

58.4%

1.2%
5.5%

19.8%
13.7%

2.4% 2.7%

55.3%

1.8%

14.0%

6.1% 6.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q14.新 しい環 境 に入 っても， 周 囲 の人 と比 較 的 早 く打 ち解 けることができま

すか  

 

 

Q15.今 までに社 会 生 活 や日 常 生 活 を円 滑 に送 ることができなかった経 験 があ

りましたか  

または、現 在 社 会 生 活 や日 常 生 活 を円 滑 に送 れていない状 況 がありますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.3%

29.6%

22.5%

43.3%

41.6%

45.3%

19.5%

19.0%

20.1%

10.9%

9.9%

12.2%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

できる どちらかといえばできる どちらかといえばできない できない

23.9%

19.2%

29.5%

24.2%

23.6%

24.9%

26.9%

29.1%

24.3%

24.9%

28.1%

21.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

あった(ある) どちらかといえばあった(ある)

どちらかといえばなかった(ない) なかった(ない)
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 参 考  

Q16.(Q15 で「 あった(ある)・ どちらかといえばあった (ある)」 と回 答 した方

へ)回 答 の理 由 を教 えてください  

 

 

Q17.自 分 が子 育 てをしている、または、将 来 する場 合 、柏 市 は安 心 して出 産 ・

育 児 等 ができると思 いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3%
3.8%

6.0%
8.4% 10.2%

30.8%

7.8%

20.9%

2.4%
2.4%

1.3%
4.2%

4.9% 6.0%

7.5%

25.7%

3.9%

20.8%

2.9% 2.1%

1.2%
3.3%

7.3%
11.2%

13.4%

36.8%

12.5%

21.0%

1.8% 2.7%

0.0%

20.0%

40.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

14.4%

18.2%

10.0%

57.1%

56.6%

57.8%

20.4%

16.9%

24.6%

8.0%

8.3%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない
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 参 考  

Q18.自 分 の将 来 についての人 生 設 計 (ライフプラン )について考 えたことがあり

ますか  

 

 

Q19.プレコンセプションケアを知 っていますか  

 

Q20.ほっとできる「 居 場 所 」 はありますか  

 

 

 

 

72.3%

70.6%

74.2%

27.7%

29.4%

25.8%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある ない

1.5%

0.5%

2.7%

5.9%

4.4%

7.6%

92.6%

95.1%

89.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

制度を知っている 名称は聞いたことがある 知らない

56.7%

61.3%

51.4%

32.5%

30.4%

35.0%

8.1%

7.0%

9.4%

2.7%

1.3%

4.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない
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 参 考  

Q21.あなたにとって「 居 場 所 」 に必 要 だと思 う要 素 は何 ですか  

 

 

Q22.将 来 結 婚 したいと思 いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.0%

62.2%

75.1%

42.6%

36.4% 33.5%

8.4%

19.0%
8.8%

1.1%
1.8%

41.3%

67.3% 74.0%

40.8%

42.3%

35.1%

7.8%

19.2%

9.6%
1.0%

1.6%

27.7%

56.2%

76.3%

44.7%

29.5%
31.6%

9.1%

18.8%

7.9%

1.2%
2.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

41.9%

46.0%

37.1%

28.9%

30.9%

26.4%

10.9%

12.2%

9.4%

10.6%

10.9%

10.3%

7.7%

16.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない 既婚
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 参 考  

Q23.将 来 こどもを持 ちたいと思 いますか  

 

Q24.(Q23 で「 すでにいる」 と回 答 した方 へ )こどもは何 人 いますか  

 

Q25.(Q23 で「 思 う・ どちらかといえば思 う・ すでにいる」 と回 答 した方 へ )こ

どもは何 人 持 ちたいですか  

 
 

37.4%

37.7%

37.1%

27.0%

28.8%

24.9%

14.4%

14.5%

14.3%

17.5%

18.7%

16.1%

3.6%

0.3%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない すでにいる

61.5%

100.0%

60.0%

30.8%

32.0%

7.7%

8.0%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

１人 ２人 ３人以上

21.8%

25.7%

17.5%

64.6%

67.2%

13.6%

12.1%

15.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

１人 ２人 ３人以上



 

80 

 

 参 考  

Q26.あなたは、家 族 の世 話 や家 事 (一 般 的 なお手 伝 いは含 みません )などで、

次 のようなことをしていますか。当 てはまるものを全 て選 んでください  

 

 

 

 

 

 

 

 

30.4%
26.6%

3.1%

0.1% 0.6%
1.3% 0.4%

1.0%

62.0%

24.2%

18.2%

3.4%

0.0%

0.3%

0.5% 0.0%

1.3%

69.6%

37.7%

36.5%

2.7%

0.3%

0.9%

2.1% 0.9% 0.6%

53.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q27.(Q26 で「 していない」 以 外 を選 んだ方 へ )家 族 の世 話 や家 事 をすること

で、次 のような影 響 がありますか。主 に当 てはまるものを選 んでください (2 つま

で)  

 

Q28.心 身 の健 康 等 について相 談 ができる場 所 や支 援 機 関 を知 っていますか  

 

 

 

 

8.9%

3.0%
1.5% 3.0% 4.1%

84.1%

6.0% 5.1%

1.7%
0.9%

1.7%

88.0%

11.0%

1.3%

1.3% 4.5%

5.8%

81.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

47.1%

50.6%

42.9%

52.9%

49.4%

57.1%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

知っている 知らない
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 参 考  

Q29.平 日 にどのくらいの時 間 スマートフォン等 ・ インターネットを使 いますか  

 

Q30.普 段 どのような媒 体 から情 報 を入 手 していますか  

 

 

 

 

  

1.7%

2.1%

1.2%

7.0%

6.2%

7.9%

22.3%

24.9%

19.1%

68.3%

65.7%

71.4%

0.4%

0.5%

0.3%

0.3%

0.5%

0.0%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

３０分以上１時間未満 １時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満
３時間以上 ほとんど使わない 持っていない

61.6%

6.4%

3.6%

6.9%

3.5% 1.4% 0.7%
0.8%

10.6%

52.7%54.8%

36.1%

58.5%

1.0%

9.7%

5.2%

71.4%

7.5%
3.1%

3.4%

2.3%
1.8%

0.3%

0.8%

9.4%

45.2%

53.2%

39.7%

60.0%

0.5%

9.4%

5.7%

50.2%

5.2%

4.3%

10.9%

4.9%
0.9% 1.2%

0.9%

12.2%

61.4%

56.5%

31.9%

56.8%

1.5%

10.0%

4.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%
全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

※市公式YouTube及び市公式Facebookの利用者はいなかった
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 参 考  

 

Q１ .普 段 どのような媒 体 から情 報 を入 手 していますか  

 

 

Q２ . こどもにとって大 切 だと思 うことは何 ですか？  

 

 

  

 

  

回答数

好き 765 95.5%

嫌い 36 4.5%

合計 801

回答数

自分の気持ちを自由に言ったり、話したりで
きること

162 16.7%

ごはんや寝るところがあって、安心して暮ら
せること

329 33.8%

自分たちでグループを作って遊んだり、ス
ポーツができたりすること

134 13.8%

いじめられたり、まわりの人から嫌なことを
されないこと

109 11.2%

将来の夢に向かって、やりたいことができる
こと

238 24.5%

合計 972

児 童 センターにて実 施 したシールアンケート  

（ 令 和 8 年 3 月 23 日 ～ 4 月 19 日 ）  

※ 児 童 セ ン タ ー で の 掲 示 の 様 子  
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 参 考  

 

 

 

 

 

 

  

主 任 児 童 委 員 ・ 児 童 厚 生 員 に向 けて実 施 した  

Web アンケート（ 令 和 8 年 3 月 24 日 ～ 4 月 １ ０ 日 ）  

集計中  
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 参 考  

 

 

 

 

柏 市 子 ども・ 子 育 て会 議 委 員 名 簿                 （ 敬 称 略 ）  

氏 名  職 ・ 所 属 等  

青  木  真  理  柏 市 PTA 連 絡 協 議 会 副 会 長  

荒  井  真  彦  柏 市 青 少 年 健 全 育 成 推 進 連 絡 協 議 会 会 長  

榎  本  壽 味 子  柏 市 民 健 康 づくり推 進 員 連 絡 協 議 会  

大  塚  紫  乃  江 戸 川 大 学  

岡  田    剛  柏 市 医 師 会 理 事  

奥  倉  徳  士  
（ ～ R 8 . 5 . 1 5 ）  

柏 市 私 立 認 可 保 育 園 協 議 会 事 務 局 長  

戸  巻    聖  
（ R 8 . 5 . 1 6 ～ ）  

柏 市 私 立 認 可 保 育 園 協 議 会 会 長  

小  塚  有 規 子  
社 会 福 祉 法 人 青 葉 会  児 童 発 達 支 援 センター  

リトルペガサス  前 施 設 長  

柴  田  陽  向  公 募 委 員  

高  田  竜  成  公 募 委 員  

平  山  彩  乃  
（ ～ R 8 . 5 . 1 5 ）  

柏 市 立 富 勢 保 育 園 父 母 の会 会 長  

北  村  寛  永  
（ R 8 . 5 . 1 6 ～ ）  

柏 市 立 東 中 新 宿 保 育 園 父 母 の会 会 長  

廣  松  雪  子  
（ ～ R 8 . 5 . 1 5 ）  

柏 市 私 立 幼 稚 園 協 会  

吉  田    功  
（ R 8 . 5 . 1 6 ～ ）  

柏 市 私 立 幼 稚 園 協 会 会 長  

福  原  久  雄  柏 市 小 中 学 校 校 長 会 副 会 長  

宮  山    仁  公 募 委 員  

渡  邊  祐  一  柏 市 認 定 こども園 協 議 会 副 会 長  

 

  

委 員 名 簿  ２  
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 参 考  

 

 

 

 

 

 

 

答 申 書  ３  

答申書  掲載  
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